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 お互いの成功を

祈っていこう。 

ひとこと： 

 入試直前は

「調整」の時

期です。慌て

ることが一番

いけません。

計画的に。 

進路指導担当 

  公立一般入学者選抜の出願時の準備は計画的に 

重要 

  進路便り 

 公立選抜の出願まで一ヶ月を切りました。準備を計画的に

すすめていきましょう。まずは、出願書類等の確認です。

チェックしましょう。 

 ○出願書類等 

   □共通で提出するもの４つ 

     □入学願書（収入証紙添付票・受検票・入学願書等                                  

       受理証） ※授業で練習した「記入の仕方」通りに 

       行いましょう。写真２枚。昨年１２月以降に撮影し 

       たもの。 

        ・「公立願書等下書き完了最終日」→１月２０日      

         ※完了した人から本書きに入ります 

        ・「公立願書等本書き完了最終日」→１月２６日 

           ※願書等とはすべての提出物を指します。 

           ※学校名変更の可能性がある場合鉛筆 

     □調査書 ※当日の昼食後教室で先生から受け取 

        りましょう。 

     □選抜結果通知用封筒 ※授業で練習した「記入の 

        仕方」に忠実に行いましょう。 

   ■受検校や受検方法によって提出するもの 

      □志願理由書 ※「記入上の注意」を読んで 

    □得点に倍率をかける教科の申告書「三部制の定 

     時制の課程を希望するもの   

    □自己申告書「欠席が多い（年間３０日以上）や   

     障害によって生じる事柄等」※詳しくは先生へ 

    □高校独自の記入用紙「自己表現用紙」など   

     ※高校に問い合わせましょう 

    □受検に係る特別配慮申請書 ※障害に対する 

     特別配慮申請 受検前日まで 

    □外国人の特別入学者選抜用（外国人特別措置       

     適用申請書及び外国籍であることを証する書類 

 まだチェックができないものは「いつまでに完了させるか、計画

表をつくりましょう。 

進路学習 

裏面に続きます 



公立願書の記入方法について 

お知らせ 

 １月１７日１８日

は１００人近くの

人が入試や出願

で公欠となりま

す。そこで、他の

生徒は午前中授

業です。午後を

有効に使いましょ

う。また、受験・

出願の生徒は終

了次第帰宅し、

報告などは翌日

の朝となります。 
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 進路に関する相

談は学校で月曜か

ら金曜の間いつで

も受け付けていま

す。 

「公立前期及び後期願

書等下書きチェッ

ク」 完了 

   〆切１月１８日  

重要 

進路学習 

◎記入上の注意 

※願書下書き、本書きチェックはそれぞれ二人の先生に見

ていただき完成とします。副担任の先生→担任の先生 

（１）所定用紙を使用すること。コピーした用紙は使えません。 

   （用紙は下書きが完了した生徒から配付予定） 

（２）すべて黒の万年筆又はボールペンを使用すること。 

（３）書体は、すべて楷書で記入すること。 

（４）訂正の場合は、赤の２本線で消し、訂正印は不要。 

（５）提出日→記入しない。提出する日に自分で記入する。 

（６）学校名は正式名称で記入する。東葛飾の葛など 

      例 千葉県立東葛飾高等学校長様 

     柏市立柏高等学校長様 

（７）保護者欄以外は志願者が記入する。 

（８）志願者現住所は「柏市」から記入する。千葉県は省略す

る。 

   丁目、番地は「 ― 」で略記する。 

   例 柏市根戸４６７－１ 

（９）氏名は、市役所に届けている文字で記入する。調査書等

とも一致させなければならないので、使用する文字は前もって担

任の先生と確認する。   例 斎または斉など 

   志願者及び保護者の欄には印を押さない。 

（10）保護者の現住所が志願者と同じ場合は、 

   「志願者に同じ」と記入する。 

（11）裏面の「提出書類確認欄」は志願者が記入する 

 次号に続きます 


